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南信州広域連合第７回広域連合会議 結果報告 

日時：令和４年10月18日(火) 16：20～16：45 

場所：豊丘村交流学習センター ゆめあるて 

 

【出席者】14市町村長、副管理者 

    〔南信州地域振興局〕丹羽局長 

〔飯田建設事務所〕太田所長 

〔飯田保健福祉事務所〕松岡所長 

〔下伊那郡町村会〕岡庭事務局長 

〔飯田広域消防〕有賀消防長・北澤消防次長兼総務課長 

〔飯田環境センター〕飯田事務長 

〔事務局〕吉川事務局長・小椋事務局次長兼総務課長 

仲田介護保険係長・野牧広域振興係長・伊藤庶務係長・松澤庶務係主事 

 

 

１ 開会…16：20 

 

２ 広域連合長あいさつ   

  10月24日の三遠南信サミットについて、飯田市（飯田文化会館）を会場として開催する。第 30回とな

る記念サミットであり、俳優の峰竜太さんの講演も予定している。各町村長の皆様には是非ともご出席い

ただきたい。 

   

３  協議・報告事項について   

（1）新型コロナウイルス感染症対策について  【飯田保健福祉事務所長】     

  ・飯田保健所管内において、人口１万人あたりの陽性者の発生数が 1,000 人を超えた。およそ 10％の

方々が感染したことになる（参考 東京：2,300／万人、全国：1,757／万人）。 

  ・飯田保健所管内の感染者の特徴として、酸素投与を必要とする患者が少ない。これは、抗ウイルス薬

（ラゲブリオ）を早い段階で処方していることが影響していると推測する。あまり処方されてない圏

域もあるということから、その効果について医師会を通じて周知していきたい。 

→ 質疑等なし。 

 

（2）飯田広域消防本部から   ～資料No.1～ 

   ＊令和４年熱中症疑いによる救急搬送の状況及び火災発生状況について  【消防次長兼総務課長】 

    ・４月30日から10月２日までの熱中症疑いによる救急搬送人員は、114名（前年同日比 ＋47名）。 

    ・10月13日現在の火災発生件数は、52件（前年同日比 △９件）。   

   ＊山岳救助隊の試行運用について  【消防長】 

       ・当管内は里山から3,000m級の名峰まで多くの山域を抱えており、山を観光資源化する行政や各種 

団体の動きも相まって多くの観光客が訪れていることから、今後更なる山岳遭難事故対策が求めら 

れている。 

    ・山岳は特殊な環境であることから活動時間が長期に及び、また登山に係る知識・技術が必要である 

ことから通常の消防業務とは異なり、有識者等で組織した山岳救助隊が対応することでより安全・ 

確実な現場活動に寄与するものと考え、山岳救助隊の試行運用に至る。 

      ・試行運用期間は、令和４年10月18日から令和５年度中を予定。期間終了後は検証結果を踏まえた 
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うえで本運用を開始していく予定。 

   （主な意見等） 

  阿智村：こうした部隊の運用は非常に心強い。２点お願いがあるが、１点は各市町村において必ず 

     地元の山に詳しい者がいるので、消防本部と市町村、地元住民等が連携できるような体制 

     づくりについて研究をしていただきたい。もう１点は、入山者に万が一のことがあった際 

     に位置情報等が把握できるような取組みがあれば併せて研究をしていただきたい。 

  消防長：地元の山に詳しい方に案内に入っていただくことは非常に心強く、実際に活動の際にはお 

     世話になっている。連携のルールづくりについては、各市町村と個別に調整が必要な事項 

であると考える。今後検討を進めていければと思う。 

また、入山者に対する位置情報の把握等の取組みについてだが、当管内においても南信濃 

等では入山者にビーコン（発信機）の貸出しを行うことで位置情報が取得できるような取 

組みを行っている。 

    阿智村：飯田市でビーコンを所有して、そのような取組みをしているのか。 

    連合長：試行段階ではあるが、紙での入山届に代わり、アプリ上でユーザー登録してもらった方に対 

してビーコンの貸出しを行っている。位置情報を把握できるとともに、下山の予定時間にな 

ると、入山者に対して自動で確認通知が届くようになっている。 

   副連合長：きのこ採りに入山する方などは、こうした位置情報が把握できるようなサービスを受けるこ 

とはあまりないと思うが、万が一の際には、必ず地元に行先等を把握している者がいるので 

消防と市町村がしっかりと連携し、地元で対応することが求められる。 

    → 質疑等なし  

   

（3）南信州いいむす21登録判定について  【事務局広域振興係長】  ～資料No.2～ 

    ＊更新１件について説明。 

【勝間田建設株式会社】 

    評価のポイント 

  ・社内全体が高い環境意識を持って環境マネジメントシステムに取組み、目標管理や情報共有を工

夫して行っていた。 

→ 異議なし。承認となる。 

 

（4）後援依頼について  【事務局庶務係長】  ～資料No.3～  

＊後援依頼３件について説明。 

 【第４回航空機システム環境評価試験シンポジウム】 

        期  日 ： 令和４年11月17日（木） 

          会  場 ： 産業振興と人材育成の拠点 エス・バード 

   主   催 ： 一般社団法人航空イノベーション推進協議会（AIDA）航空機装備品認証技術コンソ

ーシアム（CerTCAS）、公益財団法人 南信州・飯田産業センター 

 【品川聖プロデュース 南信州阿智村コンサートVol.13】 

      期  日 ： 令和４年12月10日（土） 

          会  場 ： 南信州チャペル 

   主   催 ： 品川聖 阿智村コンサート実行委員会 

 【高校生の光り輝く姿を残そう！プロジェクト】 ※実施済（広域連合長決裁にて承認済） 

      期  日 ： 令和４年10月９日（日）  

         会  場 ： 飯田文化会館 
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   主   催 ： 飯田青年会議所  

    → 異議なし。承認となる。  

 

 （5） その他  【事務局広域振興係長】  ～資料No.4～ 

   【全国神楽継承・振興協議会の設立と神楽のユネスコ無形文化遺産登録に向けた動きについて】 

    ・全国の各地域において人口減少が進み、神楽の担い手が減少し今後の継承が懸念される中、全国 

の神楽団体が交流し、こうした課題を共有し、解決に向けて取組むことを目的とした「全国神楽 

継承・振興協議会」が令和４年10月11日に設立された。 

    ・南信州民俗芸能継承推進協議会についても特別会員（国指定神楽が所在する市町村及び都道府県

等のうち賛同する者）として加入し、令和８年以降のユネスコ無形文化遺産登録を目指す。 

   【南信州環境メッセ2022】 

    ・令和４年11月５日（土）、６日（日）にエス・バードにて開催予定。 

    ・各市町村宛てにチラシの配布と併せて周知の依頼をしており、多くの方の来場を期待している。 

 

４ 長野県から 

  特になし 

 

５ 当面の日程について    

    11月18日   広域連合会議 

   

６ その他 

  特になし 

 

７ 閉会…16：25 


